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亜
熱
帯
性
の
植
生
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。
こ
れ
も
ネ
パ
…
ル
の
植
物
分
布
が
単
に
｛
尚
度
の

み
に
も
と
づ
い
て
い
な
い
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ

う
。
マ
ル
シ
ャ
ソ
デ
谷
源
流
部
、
マ
ナ
ス
ル
西
川
の

ピ
ム
タ
コ
ー
チ
に
達
し
、
そ
こ
に
お
け
る
氷
河
地
形

を
紹
介
し
た
。
ビ
ム
タ
コ
ー
チ
は
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ

ヤ
中
最
も
谷
氷
河
の
発
達
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
氷

河
は
い
ず
れ
も
臣
大
な
モ
レ
…
ソ
に
覆
わ
れ
て
い
る

が
、
サ
イ
ド
モ
レ
ー
ン
の
み
著
し
く
高
く
、
氷
河
自

体
は
モ
レ
ー
ン
の
は
る
か
｝
ト
に
横
た
わ
る
。
こ
れ
ら

の
点
か
ら
み
る
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
の
谷
氷
河
は
衰

え
つ
つ
あ
る
化
石
化
し
た
氷
河
と
い
え
る
よ
う
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
応
地
利
明
）

　
　
「
史
林
」
投
稿
規
定

「
史
林
」
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。
鷺
っ
て

御
寄
稿
下
さ
い
。

◇
資
格
　
本
会
々
員
に
限
る
。

◇
原
稿
の
長
さ

　
○
研
究
論
文
圏
百
掌
詰
五
〇
枚
程
度

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
善
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
　
　
以
上
に
は
四
頁
字
以
内
の
要
約
と
、
英
文
要

　
　
　
約
（
又
は
翻
訳
用
要
約
）
添
付
の
こ
と
。

　
　
　
駿
刷
は
二
〇
部
贈
呈
し
ま
す
。

　
○
資
料
紹
介

　
○
学
界
動
向

　
○
批
判
と
反
胃

　
○
雷
　
　
　
評

　
○
紹
　
　
　
介

◇
送
先
　
「
史
林
」

◇
な
お
、
　
「
史
林
」

随
意

瑚
百
字
露
見
〇
枚
以
内

澱
百
宇
電
量
〇
枚
以
内

遡
二
字
詰
二
五
枚
以
内

贋
百
字
詰
三
枚
以
内

編
集
委
員
会
　
宛

の
論
壇
掲
載
の
順
序
は
、

い
わ

ゆ
る
巻
頭
論
文
制
を
採
興
せ
ず
、
日
本
史
・
東
洋

史
・
繭
洋
史
・
地
理
学
・
考
古
学
の
順
、
各
専
攻

の
中
で
は
時
代
・
地
域
顧
と
な
っ
て
い
ま
す
（
研

究
ノ
ー
ト
以
下
も
こ
れ
に
準
じ
る
）
。
　
前
以
て
お

含
み
お
き
下
さ
い
。

薪
入
会
希
望
の
方
へ

　
新
入
会
希
墾
の
方
は
、
住
所
（
「
史
林
」
送
先
）
・

氏
名
・
専
攻
及
び
送
本
・
開
始
希
望
巻
暑
を
明
記
の
上
、

会
費
（
年
聞
一
、
二
〇
〇
円
）
を
添
え
て
癒
接
当
会

宛
お
申
込
下
さ
い
。
（
但
し
図
書
館
等
公
共
機
関
は
、

会
費
後
払
の
便
が
あ
り
ま
す
。
）
そ
の
際
、
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
；
を
併
せ
て
お
牢
込
下
さ
っ
て
も
結
構
で
す
。

な
お
御
送
金
は
、
紀
和
防
止
の
た
め
な
る
べ
く
振
替

口
座
（
京
都
五
一
五
五
番
史
学
研
究
会
）
を
御
利
用

下
さ
い
。
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